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一 般 質 問 通 告 表 
 

平成２６年第４回姶良市議会定例会（１１月２８日（金） 午前９時開会） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．萩原 哲郎 １．総合運動公園内、

施設全般と市内公共

遊具施設点検につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合運動公園は、市内外からスポー

ツ関係等の団体などが頻繁に来られる

と思うが、施設等の安全対策利用使途

について。 

（１）運動公園入口のスポーツイベン

ト案内板は、運動公園で色々なスポー

ツイベントを案内する看板と思う。地

域住民から「何が開催されているのか

分からない。自分が見たい種目であれ

ば足を運びたい。」とのことであるがス

ポーツイベント案内板の使途を示せ。 

 ここ数年間使用されていないと思う

が、今までにどのくらいの期間使用し

てきたのか示せ。 

 

（２）屋内野球練習場が設置され公園

と野球場の間の通路がなくなり、健康

増進のため、夜間ジョギング・ウォー

キングを楽しまれる方々が暗くて不便

であるとのことである。 

総合運動公園を設立されたときに街

灯を年次的に設置していくとのことで

あったが考えを示せ。 

 また、屋内野球練習場が設置され公

園が狭くなり不便を感じるとの要望が

あるが、今後の計画の中で公園の拡幅

の考えは無いか示せ。 

 公園内の遊具施設、市内公共遊具施

設（学校等）の点検は年次的に行って

いるのか示せ。 

 

（３）公園内の歩道（西・北側）の木

製階段は、数年前から階段の原形を留

めないほど腐食が進み、危険性が増し

てきているが、３・６月の一般質問の

市長 

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．あいら斎場喫煙

場所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．市内の防犯カメ

ラ・公用車のドライ

ブレコーダーの設置

状況について 

 

 

答弁に「姶良スポーツクラブが点検を

行い、腐食のひどい箇所は、撤去し、

コンクリートで補修を行うなど、安全

確保に努めている。公園施設が今後も

安全に利用できる施設の改善に努めて

まいります。」と答弁しているが、その

後の処置対策をどのように行ってきた

のか問う。 

 

（４）運動公園入口線と県道十三谷・

重富線の接続部分の交差点改良につい

ては、新たな左折車線を追加し、右折

車線と分離する計画作成の協議を行う

と示しているが、その後の協議内容を

示せ。 

 

 

 最近、友人の母の告別式であいら斎

場に行き、玄関の出入り口の中央に喫

煙用の灰皿が置いてあり、住民から指

摘を受けた。 

玄関の出入り口の人と人が交える場

所、特に子供やタバコを吸わない方が

行き来しあう所であり、その人たちに

とっては迷惑である。 

他の場所に喫煙用のプレハブ設置が

必要と思うが考えを示せ。 

喫煙場所について、他の場所の公共

施設も、見直しが必要と思うが考えを

示せ。 

 

 

年末に向けて、空き巣・犯罪も増し

てくると思う。 

 地域住民が安心して生活ができるよ

うに、早期犯人逮捕に向けて活躍する、

防犯カメラ設置が必要であり、特に姶

良ニュータウンは多くの方々が、空き

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巣の被害や不審者の出没の被害に悩ま

されている。 

（１）姶良ニュータウンの出入り口２

か所や、市内の危険と考えられる場所

に、早期犯人逮捕に向けて活躍する、

防犯カメラを設置する考えは無いか。 

また、現在、姶良市内の防犯カメラ

の設置状況を示せ。 

 

（２）姶良市は近年、職員の公用車の

事故が多い、事故が発生した時の事故

処理の迅速化を図るためと、職員の安

全運転向上を図るため公用車に、ドラ

イブレコーダーの搭載が必要と思うが

考えを示せ。 

 また、姶良市の公用車の、ドライブ

レコーダーの設置状況を示せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．堂森 忠夫 １．定住促進住宅建

設について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）第４次姶良市実施計画（平成  

２６年度から２８年度）では、過疎地

域等の振興のため定住促進市営住宅建

設が計画に沿って実施されている。山

田地区の次は平成２７年から永原校区

に市営住宅を新築するとの説明だった

が、その住宅の新築場所、施設の規模、

発注方法等を問う。 

（２）中山間地区の児童減尐の歯止め

対策を追求し、校区を調査しながら見

聞しているが、加治木地区の上場と漆

校区の台地は、自然の豊かさから判断

すると共通点が多い台地と思うが。こ

の自然が豊かな山村地区の利点を活か

し、ミニ開発を推進し企業誘致や地元

産物の商品化等に努めるならば、定住

促進への道が図れると捉えるがどうか

問う。 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

２．地域創生につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地方創生は、人・モノ・金が連

携した交流広場の拡大が次世代の繁栄

に繋がると察する。その基本は、人材

育成が原点であり、その育成は家庭・

地域と義務教育の学校運営に大きく左

右するのではないか。 

近代日本をつくった維新の力は、鹿

児島で育った教育が大きく貢献してい

る。その教育貢献を人口減尐に悩む大

山小学校を活かせる教育の特別特区の

推進市を目指し、地域と児童の特色を

活かして、県内から柔道選手を目指す

児童を募集し、柔道育成に力を注ぐ新

たな特色ある大山小学校の復活に取り

組むならば、地域に元気を育み、地方

創生に繋がる提案と思うがどうか。 

さらに、大山小学校の閉校陳情を委

員会は継続審査中だが、地区内の数尐

ない採石場の企業や地域からの陳情要

望等は、どのような状態か問う。 

 

（２）新留小学校も閉校陳情を継続審

査中だが、自然環境は教育する場所と

しては最適地である。この利点を活か

し地域と融合・連携可能な教育施設と

して活かせないか。地区内では、NPO

法人 森の学校楠学園の活動拠点にし

てはとの声が地域からあるが、教育特

区市を推進する実績づくりに反映でき

ないか、また、新たなこの活動を地方

創生に繋げないか問う。 

 

 

 

 

市長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．森川 和美  １．教育行政につい

て 

 

（１）土曜日の教育活動について鹿児

島県教育委員会は、平成２５年１１月

２９日文部科学省の学校教育法規則改

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正に伴い、９月に県内のすべての公立

小・中学校で、土曜日の授業を月に１

回行うよう求める方針を明らかにし、

来年度からとした。 

 １１月中に県内４３市町村教育委員

会に要請するとあったが、本市にいつ

あったか。また、本市は実施する予定

か。実際に導入するかどうかは、各市

町村の判断となっているはずだ。 

 県内では、平成２６年２月、モデル

校として、坊津学園小・中学校、喜界

小学校の指定。同年４月に防津学園

小・中学校において土曜日授業実施。

さらに５月に喜界小学校においても土

曜日授業が実施され、多くの効果が出

ている。一方で課題としては、外部機

関や、外部人材との調整が必要である

ようだが、学力の低下や土曜日の時間

の有効活用さらには、県の土曜授業に

関する検討会での主な意見、県政モニ

ターアンケート結果（２００人中  

１４１人回答結果）また、姶良市内の

保護者等の意見等総合的な観点から、

土曜日授業を推進するものであるが、

教育委員会の見解を問う。 

 

（２）財務省は１０月末、教員給与の

支出が高いとして、教員数の合理化が

必要と指摘。具体策として、①３５人

学級を通常の４０人に戻す、②学校統

廃合の促進等を示している。これに対

して、文部科学大臣や自民党文部科学

部会は反発しているとの新聞報道があ

った。今すぐ実施はなくても、近い将

来、各市町村で判断できる流れに進ん

でいくと考えるが、教育委員会の見解

を問う。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

２．松原なぎさ小学

校関連について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．コミュニティ協

議会について 

 

（１）松原なぎさ小学校周辺のゾーン

３０設定区域及び対策案について、 

１０月３０日姶良警察署から地域関係

者、教育委員会、土木課、県姶良地域

振興局をまじえて、現地で説明を受け

ながら調査に参加した。姶良警察署の

対策としての説明では、ゾーン３０実

施時期は、平成２６年度末まで実施す

る。姶良市においても予算等、整備に

最大限努力して頂きたいとの事であっ

た。 

①この件について教育委員会、土木

課、財政課等関係課でどのように協議

したか。 

  ②本市の関係する経費がどの程度と

見込んでいるか。 

 ③いくらかかっても、交通弱者であ

る歩行者、児童、高齢者が安全で、安

心して歩行できる社会、そして周辺の

道路整備、５００人以上通う新しい小

学校周辺の環境作りには優先して予算

計上すべきだと考える。１２月議会本

補正に組み込まれているか。組み込ん

でなければ、最終本会議に追加補正す

べきだ。 

 

（２）松原なぎさ小学校に冷暖房設備

を設置する考えはないか。財源は、す

ぐそばの校長教頭住宅用地を売却すれ

ば可能であるはずだ。 

 

（３）松原なぎさ小学校児童生徒の制

服はどのようにするのか。 

 

 

急速に進行する尐子化、超高齢社会と

人口減尐時代を迎えて、各自治体はそ

 

市長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 



7 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

の依って立つ地域コミュニティのあり

方を本格的に再考しなければならない

時期にある。本市も来年４月の設置に

向けて進行している。 

（１）協議会準備委員体制及び設置後

の構成員は公平かつ公正が基本と考え

るが、各協議会はそれがなされている

か。 

（２）地域担当職員配置の基準を示せ。 

（３）地域担当職員の役割と有効性さ

らに課題を示せ。 

（４）地域担当職員の研修をどのよう

に進めてきたか。また、今後どのよう

に進めていく考えか。 

（５）現時点で１協議会にどの程度の

経費が必要か。また、事業提案に伴う

予算提案権を与えるのか。額はどの程

度か。 

（６）協議会設置後、各自治会への補

助金額の増減はどのようになるのか。 

 

 

４．  賢一 １．地域コミュニテ

ィについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２６年第１回の議会において校区コ

ミュニティ協議会についての質問が行

われている。それから半年余りが経っ

ているが、課題や問題点はないか。 

鹿児島市では地域コミュニティの方

策として次の４つの項目を掲げてい

る。 

①きっかけづくり（意識啓発）②人づ

くり③環境づくり④結いづくり であ

る。 

（１）姶良市はコミュニティ協議会の

立ち上げについては当初の趣旨・予定

に沿った進捗になっているか。 

（２）旧３町毎でシステムや施設が異

なると思うがそれらをどのように均衡

をとっていこうとしているか。 

（３）自治会との連携または分担は、

どのように位置づけしようとしている

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．６次産業化の推

進について 

 

 

 

のか。例えば、加治木小学校区公民館

は、数年前まで木田１地区、２地区、

３地区の３公民館組織があった。この

ような旧の公民館組織を引き継いで従

来の行事を保っている団体をどう評価

するか。 

（４）各々の自治公民館設置計画はど

うなっているか。公共施設の借用で済

ませている加治木小学校区は非常に窮

屈な中でやりくりしている。校区公民

館の充実を目指すなら活動拠点として

の入れ物も必要であるがどうか。 

（５）他の校区においても課題がある

と思うが、どのような事例があり、ど

のように解決しようとしているか。 

 

 

休耕田畑が増えている中で１次産業

である農林水産業の再生は重要事項で

ある。また中山間地域の生活の維持と

治山、環境、水源保全などの為にもこ

の地域の生産基盤の安定は不可欠なも

のである。 

（１）生産年齢及び産業別人口の現在

と１０年後の予想はどうなっている

か。 

（２）今現在の農業、林業、水産業の

就業者数や生産高はいかほどか。 

（３）農家の中で第１種兼業農家の割

合と平均収入はいかほどか。 

（４）そのうち、個人・団体で加工販

売まで取り組んでいるケースはいかほ

どか。 

（５）市として地産地消と６次産業化

に対する方針は明確になっているよう

だが、個人・団体に対する啓発・支援

は具体的にどの程度の実行状況にある

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

（６）６次産業化で成功している事例

をあげよ。 

（７）具体的に６次産業化を行うこと

で、第 1種兼業農家などの年間所得を

経営努力に見合った額に押し上げるに

はどのような施策を考えているか。 

（８）TPP は姶良市の農業にどのような

影響を与えると考え、対策をどのよう

に考えているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．新福 愛子 １．ゼロ歳児からの

虐待防止をめざして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域再生のため

に、市民参画のまち

づくりを 

（１）平成１６年度から児童虐待防止

法が施行された１１月を「児童虐待防

止推進月間」と位置づけ、社会的関心

の喚起を図るオレンジリボン運動が展

開されている。児童虐待の現状として、

児童相談所への相談件数は増加傾向に

あり、２０１３年度は過去最高の７万

３，７６５件となった。増加の理由と

して児童虐待への認識が向上し、より

多くの相談が寄せられるようになった

事が一因であるがその一方で、虐待そ

のものが増えている可能性も指摘され

ている。本市の情況を問う。 

（２）死亡事故も多数発生しており、

死亡した子どもの４割強がゼロ歳児と

いわれている。死亡事例を分析すると

実母の年齢は１９歳以下が突出してい

るという。望まない妊娠や、妊娠から

出産、さらに産後までの切れ目のない

支援が必要である。あらゆる角度から

の教育の機会や産後ケアなど、本市の

現状と対策を問う。 

 

 

ともに支え、助けあうという発想を

基本とし、多様な人材や団体等を後押

しして、地域内の課題を解決する市民

市長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．生活困窮者自立

支援法への対応は 

 

 

 

参画のまちづくりが重要である。 

（１）本市には、耕地や林業の分野な

どで活躍された多くの OBの方々がおら

れる。現役時代のキャリアや経験を生

かし、定期的なパトロール活動などを

通して、災害の未然防止、不法投棄の

早期発見などを行っていただく姶良市

独自のボランティア制度を創設し、市

民参画のまちづくりを進める考えはな

いか。 

 

 

生活困窮者自立支援法が成立し、来

年度、平成２７年４月より新たな支援

制度がスタートする。体制づくりなど

の対応と進捗状況を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 


